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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

※全ての指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

82.2

98.1

その他の
数値指標２

整備に対する満足度
（金山周辺施設の利
用意欲）

％ -

その他の
数値指標３

整備に対する満足度
（中心市街地の景観）

％ -

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

3.584

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月
その他の
数値指標１

整備に対する満足度
（駅周辺の利便性）

％ -

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

太田駅周辺及び太田駅周辺土地区
画整理事業整備により快適な住環
境整備の推進が図られた。

H25年9月指標３
市民満足度・重要度
アンケート

平均値

事後評価

見込み・確定の別

90.7

1年以内の
達成見込み

586 H25年9月

△

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

指標２ 観光客入れ込み客数 人/日 400

△

総合所見

北口駅前広場の改修及び高架下施
設整備の充実により公共交通が見
直され、駅利用者の増加が図られ
た。。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

観光案内を強化したことにより観光
客増加に繋がった。

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

10,329

計測時期

H25年9月

3.606 3.625

指　標 従前値 目標値

指標１
駅（前）利活用数
（駅利用含む）

人/日 9,600

※フォローアップの必要のある指標について記入

687

目標値

450

4.000

1年以内の
達成見込み

○

9,526

見込み・確定
の別

10,500 ×

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

2



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

今後は、継続して住民による河川周辺の除草等を実施していく必
要がある。

・観光・文化拠点から周辺地域へ波及効果の拡大

・史跡探検ガイドマップを作成しスタンプラリーを実施

通年型の観光案内マップの他、季節ごとのイベントを特集したパ
ンフレットを作製し、駅構内や道の駅等でＰＲを推進した。
観光ボランティアガイドの会主催の研修会を援助した

来訪者数の増加

パンフレットを作成したことで誘客増に繋がった。

・テクノプラザおおたにおいて、群馬大学生とともに春の「桜を見
る会」や夏の「おおたまつり」への参加、及び「学園祭の開催」な
ど地域住民との交流を図るイベントを積極的に開催している。

・各イベントには小さな子どもからお年寄りまで、地
域住民が触れ合い、地域の交流の場として有益で
あった。

更なる自然的環境や歴史的遺産の保護が求められる金山の文化
の拠点としての役割として位置付ける

中心市街地の誘客は観光的な仕掛けはもとより、商店街としての
魅力が重要な要素になることから、連携して魅力あるＰＲを行う

　定期市は今後も継続するが、利用者の関心と需要を考慮した出
店が求められる。

・観光客、交流人口の増加

・金山地域交流センターで、太田市内史跡の展示や講演会、草
木染め講座、体験教室等を開催した。また、ボランティア団体で
ある金山城保存会の金山ガイドを行った。

多くの来館者及び参加者を得、観光客や来訪者と
の交流促進が図れた。

引き続き今後もボランティアガイド、ギャラリー展示や講座・体験学
習を充実及び定着させることが必要

今後の課題　その他特記事項

・未整備部分の早期着工
・区画整理により生み出された駅周辺用地の利活用の促進

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

生活環境の改善が図られるとともに、周辺住民の
河川環境整備に対する意識の向上が図られた。

・太田駅周辺の環境が良好に維持された。

利用者にとって、駅が単なる通過施設でなくなり、鉄
道利用目的以外の駅利活用者が増加した。

マップ等の作成により認知され、さらにﾊｲｷﾝｸﾞﾌﾞｰﾑ
と史跡との相乗効果により、利用者が多いと思われ
る。

駅から歩いて行ける距離の会場での市であったた
め多くの誘客に繋がった。また健康ハイクは、多く
の参加があり、物産市も同時開催し喜ばれた。

実施した結果

・太田駅周辺の利便性が向上した。

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・区画整理事業の促進（早期整備終結）
・駅周辺建築物の更新

・駅利活用数の増加
・駅なか文化施設の稼働率アップ

・太田駅南口に冷却ミストを設置
・東武鉄道変電所跡に仮設歩道を設置
・東本町飯田線歩道部の舗装工事を実施
・第二期計画による事業推進

金山遊歩道にｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟを敷き歩きやすさ等を向上させた。商業
観光課の作成したﾊｲｷﾝｸﾞﾏｯﾌﾟや現地にﾏｯﾌﾟを掲示して、利用者
の利便性を高めた。

・商工会議所主催の呑龍市の開催や健康ハイク開催

具体的内容 実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

今後も施設の有効利用を図りたい。

・駅周辺にある民有地の良好な環境維持

・産学官連携による人材育成事業の周知や、さらに地域とのコミュ
ニティの場として有効活用できるような施設運営を検討し、幅広く
多種にわたる情報を発信することが必要である。

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

・都市整備に対する市民満足度の評価向上

小蛇川の河川改修及び取水堰の改修

・市内関係者の写真・絵画・版画作品の展示を開催した。
・駅構内という利便性を活用し、会議や研修施設として利用。

・太田駅周辺のごみ拾い及び除草作業

実施した具体的な内容

・利用者のマナー改善

・成果を持続させるために
行う方策
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